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インシデント・アクシデント・オカレンスの発生要因に関する 

観察研究のお願い 

 

1．研究の対象について 

20 年間（2007 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日）に当院でインシデント・アクシデント・

オカレンスとして報告されたレポートと、同時期の医療安全推進業務に用いる病院データを

対象とします。特に、2019 年 1 月 1 日～2019 年 3 月 31 日に関しては、病院データとして

この時期に入院されていた患者さんの看護必要度や手術実績に関するデータを収集します。 

 

2．研究目的・方法について 

本研究は、インシデント・アクシデント・オカレンスレポートの一部を使用し、その発生

要因を検討して再発を予防するための教育ツールの開発を目的としています。20 年間のレ

ポートデータのうち、個人が特定できる情報を除いたデータを医療安全管理部から受け取り

ます。また、病院データに関しては、単独で個人が特定できる情報を除き、診察番号のみを

残した形で病院企画課病院情報係から受け取ります。 

 

3. 研究に用いる情報の種類について 

レポートに含まれる下記の情報を個人がわからないように集計した形で使用します。 

例）職種、職種経験年数、部署配属年数等、 

看護必要度（各項目の点数等）、管理日誌（入院者・診療科等）、手術実績（日、

DPC コード、時間等）等 

 

4．プライバシーの保護について 

この研究で得られた結果は、専門の学会や学術雑誌に発表されることもありますが、プラ

イバシーには慎重に配慮し、個人に関する情報、事例の詳細な内容が公表されることは一切

ありません。なお、研究期間終了後にはデータは速やかに破棄することをお約束します。 

 

5．予想される利益・不利益について 

この研究によって得られた結果は、将来的に医療安全、患者安全に関する教育訓練システ

ムの構築などに還元されます。ご理解の上、ご協力いただけると幸いです。 

 

6．研究への参加について 

この研究について何かわからない事や心配なことがありましたら、いつでも下記にご連

絡ください。また、情報が当該研究に用いられることについて職員のみなさんにご了承い
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ただけない場合には研究対象データに含みませんので、下記の連絡先までにお申し出くだ

さい。その場合でも対象者に不利益が生じることはありません。対象データと申し出の期

間は下記の通りです。 

 

［対象レポートの期間と申出期間］ 

対象レポート 申出期間 状況 

2019 年 1 月 1 日～3 月 31 日 2020 年 10 月 31 日 申出期間中 

2020 年 4 月 30 日 

  ～2020 年 9 月 30 日 

2020 年 10 月 31 日 申出期間中 

2019 年 9 月 1 日 

～2020 年 3 月 31 日 

2020 年 6 月 14 日迄 申出期間終了 

2019 年 4 月 1 日 

   ～2019 年 8 月 31 日 

2019 年 12 月 15 日迄 申出期間終了 

2018 年 10 月 1 日 

    ～2019年 3月 31日 

2019 年 4 月 30 日迄 申出期間終了 

2016 年 4 月 1 日 

～2018年 9月 30日 

2018 年 10 月 31 日迄 申出期間終了 

2007 年 4 月 1 日 

～2016年 3月 31日 

2019 年 6 月 30 日迄 申出期間終了 

 

7．研究の費用と研究に携わる者の利益相反管理について 

本研究は特別研究費によって実施されています。研究者は本研究に関連する企業等から

個人的及び大学組織的な利益を得ておらず、開示すべき利益相反ありません。 

 

8．問い合わせ 

研究事務局：秋山直美 

岩手医科大学病院 医療安全管理部  
〒028-3695 岩手県紫波郡矢巾町医大通二丁目 1-1  
TEL：019-613-6111（内線 71457）  
E-mail：nakiyama@iwate-med.ac.jp 

 

 


